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生きる力の芽吹く春ですが、働く人たちのいのちと健康は、恒にもまして危機に瀕

しています。職場での実践を軸に、以下の内容で、春の健康学校を企画しました。

皆さんの積極的な参加をお待ちしています。

A講 座 5月 12日 (水)鈴 木多加二先生 (精神科医)
「職場のメンタルヘルス ロその予防と対策」

B講 座 5月 19日 (水)大 川浩正先生 (外科医)
「腰痛は治る 。その予防と対策」

C講 座 5月 26日 (水)鈴 木明男氏 (住軽金労働者)
「一人でもできる労安活動愛知労働局」

愛知労働局
「管内の労働災害の現状と課題」

D講 座 6月 2日 (水)田 巷紘子 (弁護士)日近森泰彦 (健康センター理事)
「労災事例本目言炎から学ぶこと」

時 間

会 場

参加費

申込先

定  員

1 8 : 3 0～ 2 0 : 4 5

労働会館本館 2階 会議室(金山駅から名鉄本線に沿つて、南へ徒歩約10分)

1回 500円 、4回 2000円 (残念ですが、今回は割引はありません)

愛知健康センター TEL&FAX o52-883-6966

愛 労  連

50名

>受 講を希望される方は、なるべ く事前にお申し込み下さい。
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TEL&FAX 052-871-5618

<お 願い



名古屋高載でも全面勝利
(株)ダイコーは.判 決に従い

千葉君を職場に戻せ !
■大きなご支援ありがとうございました

全港湾労働組合ダイコー分会の組合員
が、冊ダイコーに不当解雇 された事件で、

解雇無効 と地位確認 を求めた千葉裁判

は、4月 13日、午後 1時 より名古屋高等

裁判所で控訴審の判決が行われました。
80名を越える満員の傍聴者が見守る大

法廷で、小川裁判長は
一

、榊ダイ コーの控訴は棄却す る

(地裁判決どお りの賃金支払を継続)

2003年5月 30日、名古屋地裁での全面

的な敗訴にも、反省など全くなく、むし

ろ挑戦的な姿勢で終始 してきた冊ダイコ
ーの責任は重大です。

仮処分決定も含め、地裁、高裁と二回

の審判に も負けながら、司法の判断を無

視 し続ける会社に未来はありません。

最高裁まで持ち込まれた栃木合同闘争

(定年までの賃金を支払つて和解)、愛知

地労委の救済命令が出た段階で和解 した

■判決 後 団体 交 渉実現

高裁判決後、午後 3時 より支援共闘と

の団体交渉が、冊ダイコー本社で実現 し

ました。

支援共闘会議の見崎議長(愛労連)、山

田副議長 (国労名古屋地本委員長)、福田

副議長 (全港湾名古屋支部長)な ど6名

が、大西光三社長との交渉にの臨みまし

た。

支援共聞から二点の要求 (「職場復帰」

■大西光吉会長 日大西光三社長の責任は重大 !

判決を無視し続ける事は 許 されない !

二、榊ダイコーは一時金(夏・冬ボー

ナス)を支払 え (高裁での追加請求分)

との判決を言い渡 しました。

高裁判決を前に、15,000名を越える皆

さんから 「公正判決を求める署名」に協

力頂き、宣伝 ・抗議行動へのご協力 と合

わせ、勝利判決の大きな力 とな りました。

改めてお礼申し上げます。

名海運輸闘争御卒雇撤回で職場復帰)、地

裁の審理の段階で和解 した由良海運闘争

(解雇撤回で職場復帰)など、全港湾組合

員への不当解雇事件の多くは 、訴えら

れた企業が裁判の結果や全港湾の主張を

認め、和解が成立しています。

冊ダイコーに残された選択。それは判

決に従い全港湾の主張を認め、和解に応

ずるしか道はありません。

「上告を止め話 し合いで解決」)を 書面

で提出し、解決を求めました。

大西社長からは 「解決に向けて話 し合

いを続行 したい」 との考え方が示 されま

したが、要求に応える回答はあ りません

で した。和解が実現するかどうか、すべ

ては大西光吉会長 ・光三社長の決断にか

かっています。

全港湾ダイコー闘争支援共闘会議
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ドイ ツ 見 聞 録
愛知健康センター事務局長 宮 崎 脩 一

3月 21日か ら30日まで、愛知労働問題

研究会の一
員に加 えてもらい、ブレーメ

ン大学での 日独セ ミナーに参加 しま し

た。

鈴木明男さんは、住友軽金属の三直四

交替制度の もとでの労災について発表

し、私は、過労死の実態について、鈴木

美穂 さんと永縄 さんの事件を例にして発

表 しました。

ドイツでは、週 35時 間労働制になっ

ているし、サー ビス残業や超過勤務の制

限も強 く、職場の労使が参加する経営協

議の場において、殆 どの問題が解決 され

るので、過労死はないとの大学の先生方

の答で した。

ところが、労働基準監督署を訪問 した

ときに質問をした ら、 ド イツにも過労死

があるとのことで した。それは、管理職

の一
部で大変忙 しい人たちがいて、過労

死することもあるとのことです。 しか し

その数は少なく、過労死のメカニズムに

ついての分析が進んでいないのではない

かと思いました。 日本では過労死が多い

こともあつて、労働時間との関連や、ス

トレス との関連 ・睡眠時間 との関連な

ど、過労死の仕組みの研究が進んでいる

のではないで しょうか。

ブ レーメンか ら55km離れた河 田部に、

ブレーメンハーフェンとい う港があ りま

す。 この港はハンブルクに次 ぐ ドイツ第

身

6月

イ量三革垂考ト ロヨ査主制 出

■ 回 控 言斥 審

14日(月)10100
是非傍聴をお願い致 します。

2の 港です。12mま で淡渫 した港には大

型船が横付けにな り、大きなクレーンで
コンテナが積み卸 しされていました。ま

た、広いスペースに、輸出用 自動車が並
べ られ、大きな船の中に運ばれていま し

た。

ここで、労使双方の代表から港の説明

を受けましたが、コンテナ化が進む中で、

臨時の派遣労働者が少 しずつ増えている

こと、合理化が進んでいること、ヨー ロ

ッパの他の港 との競争があることが指摘

されていました。 しか し、港ごとの競争

に陥るのではなく、全国的あるいはEC

として労働者の権利をどう守るのかとい

う視点を見失つてはいないようです。賃

上げを要求 してのス トライキは、1987年

から行つていないとのことです。 ここで

も日本の労働組合が企業別労組になって

いる事が問題だと思いました。

高 】裁熙 弱 鰐 説 半 J

1003法廷(名古屋地裁)

硝
Ｓ
ヾ
ｆ
′
ざ
≡

＝輛響評…単一

キ鞘
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日独 労 働

セミナー② 住友軽金属労働者 鈴 木 明 男

日独セ ミナーは、 90年 代初頭から行われている、愛知労働問題

研究所 とドイツのブレーメン大学を中心とした学者 ・研究者 ら労働

政治アカデミーとの研究 ・交流の場です。

私たちは、豊かさを実感できると言われる ドイツの働き方を学び、
また ドイツは、日本の実態を研究するというものです。

私は、「労働問題の中心課題を労働者の健康と安全に据えて職場
の改善を」と 「世界の到達 した物の見方 ・考え方を自分たちの職場
に活かそ う」をテーマに、 ドイツを生部チャンスにしたいという想
いから参加させて頂きました。

今回のセミナーは、2002年に実施 した、フランスCGT労 働組合

との交流に次ぐ貴重な体験となりました。以下にその報告をいたし

ます。

1 機 内での時間

第 8回 ■独労働セミナ=に 参加して

機内の 12時 間は長 くて、身動き制限

で大変です。 (住軽金の13時間労働は更

に長い)私の席は往復 とも 「窓際最前列」

で、短い足は伸ば し放題。 日 頃のス トレ

スを解消するのに最高で した。入鹿池 ・

御岳山 ・遠 くに富士 ・日本海 ・雪 と氷に

閉ざされたシベ リアを眼下に見ることが

できて、 日頃の窓際 ・最前列の特権が思

2 人 権と自然を大切にした ドイツ

ブレーメンで最初に見たもの、それは

4両 編成の市電 と巨木の多さです。市電

は静かに走 ります。 レ ールに継ぎ目が無

くガタンゴ トンいわないようにきれいに

溶接 されていました。 ド アは乗客が開き

ます。低床の車内へは、車椅子や乳母車

も容易に入れます。改札も改札 口もあり

ません。車内のアナ ウンスはテープで流

れ、「次はどこどこです」のアナ ウンス

のみで した。

わぬところで生かされました。

猿 田教授 (中京大学)、長沢教授 (日

本福祉大学)を 始め、参加 された皆さん

と時間を気にしないで話 し合えたことは

大変有意義で した。特に猿田先生 との「こ

れでいいのか 日本の労働運動」は、帰国

後のテーマに早々と決ま りました。

日本の 」Rは 改札は厳重です し、「5区

け込み乗車はお止め下さい」に始まり「危

険物は持ち込むな」 「チカン行為は見つ

けた ら警察に知 らせろ」 「イベ ン トに参

加 しろ」
「ドアから手を離せ」などと車掌は しゃ

べ り詰めです。私は、根元に人権感覚の

レベルを感 じま した。それに緑が多いこ

と。 さらに、古い建築物が今 も多く使わ

れていること、撮影禁止が見あた らない

ことには感心させ られました。
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3 終 了時間を守る ドイツ人

ブ レーメンは、港町として栄た歴史の

町です。私たちが一 日目に案内された港

は、高速道路を 1時 間ほど走ったところ

で した。
バスの中か ら、港のコンテナの間を見

学。その後、港を一望できる屋上会議室

で交流会が開かれ、質問もできました。

港湾労働者は、コンテナの中身は関知

せず、送 り先を確実にしている。三交替

で24時間年中操業。雇用形態は、正規雇

用者 6害|、パー ト4割 と日本 と大差ない

が、賃金は同一労働者同一
賃金ですから、

この点は 日本 と大違いです。

二 日目は、いよいよ、準備 した住軽金

4 帰 国を前にフランクフル トを観光散策

ヨーロッパの玄関フランクフル トはも

空港の活気はそのまま市街地にも充満 し

ていました。同行 して頂いた安井さんの

予備知識を頼 りに、
一 日乗車券を買い求

め、市電 と地下鉄を利用 しました。

における労働実態の報告です。私の持ち

時間は 20分 問 (内通訳に半分の 10分

間)。たかが 10分 され ど 10分 の重み

を感 じなが ら、住軽金での労安活動の報

告が国際的 (?)に発表できることを最高
のチャンスだと思いました。

三 日目は、築600年のブ レーメン旧市

役所を案内された。港町をイメージした

模型の船や手の込んだ彫亥」に感動の連続

で した。

更に強く感 じたことは、
一 日目の港の

見学t)、三 日目の市役所の見学も情熱的

に案内してくれた方々が、時間をきちん

と守 り帰宅を急 ぐ姿が印象的で した。

教会 ・博物館 ・市民広場 ・商店街など

精力的に歩き回つて、観光ルー トにない

町はずれも見ることができ、大変良い思
い出になりました。

ゆたか福祉会.軽訊部副よ鞠ぼかけ
福祉事業の大手、ゆたか福社会とゆた

か労組が一体となって進めてきた 「綱領

路線」の亀裂が広がっている。

1月 17日、法人は、鈴木峯保副理事長、

鈴木清覚専務理事、前日真澄常務理事の

三名の理事を角牢任 しました。ところが、

3月 27日理事評議員会は新 しく参事職を

設け、両鈴木を理事と同列の参事に選任

しました。前日は、ゆたか労組に戻 り、

労組代表として経営協議会に出席 してい

ます。

不正常の責任を取つて二人を解任 した

はずが、実質復帰させるや り方は、綱領

教育とい う名の人権侵害を全 く反省 して

いないと言わざるを得ません。愛労連 ロ
ーカルユニオン、ゆたか民主労組につづ

く第四勢力の動きも出てきました。

また、ゆたかの異常性を指摘 し、是正

を求める保護者たちの声 も出始 めま し

た。

福祉は誰もがいつかはお世話になる分

野です。 21世 紀は平和 と福祉の世紀で

す。福社をね じ曲げ、人権侵害を繰 り返

すゆたか福社会 とゆたか労組は必ず正常

化されねばなりません。

(センター理事 大 家信義)
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雇姜誰踏雲託郵こ初参加
愛知センター理事 近 森 泰 彦

4月 23日 から16日 までの4日 間、

名古屋市熱田区の国際会議場を会場とし

て第 77回 目の学会がひらかれました。
全国か ら延べ 7000人 を越える研究

者、医師、産業医、労働組合関係者など

多数の参加がありました。

名古屋での開催に先立って愛労連、愛

高教、健康センターの代表が、今回の責

任者を務められた、名古屋市立大学の井

谷教授を訪ねて、労働者側役員の 「連合」

独占を改め、愛労連と健康センターも加

えていただくよう要請を行いました。「連

合」愛知の担当役員にも同様の申し入れ

を行いました。

その結果、少 し隙間が開いて最終 日(1

6日 )の地域交流集会で報告が認められ、

建交労の谷藤書記長が 「トラック運送業

界の長時間労働 と重大事故の多発」と題

して ドライバーの事故、健康、長時間労

働 (年間総拘束時間 3516時 間)な ど

数字をまじえ、劣悪化する労働実態とこ

れを放任する政府の姿勢を鋭 く告発 しま

した。
'

健康センターは、住友軽金属名古屋製

造所で 24時 間 2交 替勤務に就いている

生産労働者の熱中症対策について資料を

配付 して発言をしました。

地球の温暖化が確実に進行 している中

で、夏場の暑熱職場が広がってきていま

す。学校の教室も同じように暑くて勉強

に身が入らない状況が新聞などで報道 さ

れています。

ところで生産職場の温度や湿度の規制

値は、労働基準法 ・労働安全衛生法始め、

関連の規則には何 も定められていませ

ん。私たちが調査 した住友軽金属の生産

現場では、夏場に40℃を超えることが常

態化 しています。国会で人田議員に法規

制について質問してもらいましたが、政

府は快適な職場作 りに欠かせない数値設
定をしようとはせず 「自己責任」を放棄
して企業の自主性に任せる態度です。

先進諸国は国際基準のWBGT(気 温、
湿度、幅射熱、対流の総合指数)を 採用
しています。WBGTは ISO、 我が国
では 」ISに も取 り入れ られて労働省の

外郭団体や研究者の間では常識になって

います。今回の学会では、温熱環境研究

自由集会がもたれ、「作業強度 をいかに

表すか」 「温熱許容基準の
“
作業の強 さ

"に
ついて」 とい う興味ある報告があ り

ました。当学会の社会的役割を重視 して

早い時期から参加 してこられた三栄 さん

(愛高教副委員長、元全国センター常任)

は、「1996年 産業衛生学会の検討委

員会が労働関連性を考慮 した循環器疾患

の予防を提起 した。委員会は医学者、臨

床医のほか大企業 (NTTな ど)産 業医

も加わっている。提言は月 50時 間以上

の残業、週 60時 間以上にわたる長時間

労働の原則禁止、路面交通労働者、救急
・警祭、保安、寒冷暑熱 ・騒音暴露 ・高

温作業の労働者の時間外勤務禁止 な ど

多岐にわたつている。 この うち長時間労

働については 『過重労働による健康障害

防止のための総合対策』(02年 12月 )

に提案が結実した」と労働者の健康を守

る上で学会の積極的な役割を評価 してい

ます。

健康センターも今回の

経験を生かして労働者に

いっそ う開かれた学会に

なるように役害1を果たし

たいと思つています。

- 6 -



産業衛生学会に参加して
愛知健康センター理事 二 栄 国 康 (愛知高教組)

第77回日本産業衛生学会が、4月中旬

名古屋で開催 された。多忙の折、筋骨格

系 (運動器)障 害予防、暑熱環境問題、
「地域交流集会」に焦点をしばり、職場

から何度も往復 した。シンポ 「作業関連

運動器障害―概念 ・要因 ・対策の新 しい

流れ」は、整形外科の研究者も交えて、
「腰痛の4割 は不安を要因としている」
「運動器障害には心理社会的要因 (これ

がキーワー ドみたい)の 関与が大きい」

な ど、 EU― OSH Aも 引き合いに出 さ

れて、新たな流れ を示 していた。 シンポ

前 日の頚肩腕障害研究会では、上肢障害

認定基準の非科学性を問題に していた

が、その歩みの遅さに一抹の懸念を抱い

た。

住友軽金属名古屋工場の熱中症 。3直

2交 替勤務体制とたたかつている労働者

の支援者 とともに参加 した暑熱環境研究

会自由集会では、ACGIHの 新たなヒ
ー トス トレスの上限値なども紹介され、

研究者と名刺 (アドレス)交換もできて、

今後のたたかいに役立ちそ うな予感がす

る。

「地域交流集会」は、1月から実行委

員会の井谷 ・城 (名市大)両 先生に、連

合との事前協議への参加を申し入れ、連

合とも個別に協議をした。結果的には、

事前協議への参加はできなかったもの

の、集会での事例報告の 1つ を受け持つ

ことになった。井谷教授の意向もあり、

長距離 トラック運転手の健康障害を建交

労愛知県本部書記長が報告 した。これ以

外にも、愛商連の中小自営業者の健康問

題、住軽金の熱中症問題の資料を配付 し

た。連合が54名動員 したこともあり、資

料75部はすべてなくなつた。これだけで

も大きな成果だ。

フロアからの発言で、愛商連も資料紹

介 し、住軽金のたたかう労働者も発言 し

た。熱中症問題には、研究者が大きな関

心を示 したが、時間不足であつた。

大久保利晃氏も討論

に参加 したりして、近     ‐ iょ

年になく活発な集会だ      !.
ったといわれた。      .‐ ‐|

HIJ谷市職員の過労死を公務奨書認定請

結成総会を計画

刈谷市美術館勤務 の倉 田康弘 さん (当

時 30歳 )は 、 19 9 8年 (H1 0 ) 1 2月 、急

性頭蓋内出血のために逝去 され ま した。

奥様 と二人の小 さいお子 さまが遺族 にな

り、突然世間の荒波 にもまれ る事態にな

りま した。残 された遺族の方は、平成 1

3年 6月 に地方公務員公務災害補償基金

愛知県支部 に公務災害認定請求 を しま し

た。 しか し、 4月 末現在その結論 はまだ

出されていません。

倉 田さんは、平成 8年 の人事異動で美

術館 の業務 につきま した。上司 2名 も新

人でその教育 も担わ され、増 える仕事に

必要な人員 モ)配置 されず、倉 田さんに仕
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事の負担がの しかかってきま した。過重

なス トレス と長時間勤務 が常態化 し、残

業だけでは こな しきれず、帰宅後 も持 ち

帰 った仕事 を し、就寝時亥Jは深夜 2時 、

3時 にもなることが続 きま した。その結

果、高血圧 を進行 させ頭蓋内出血に至っ

たものと断定できます。

ところが、刈谷市 当局は、倉 田さんの

長時間過名労働 を認 めることに極 めて消

極的で、「過労死 として認定すべき」 とい

う姿勢 にたつていません。現在でも刈谷

市美術館職員の増員はな く、美術館職員

は長時間勤務を強い られています。

2004年 5月 29日 (土)、倉田さんをよく

知る人たちの呼びかけで、「刈谷市職員倉

田康弘さんの過労死の公務災害認定を求

める会」結成総会を、刈谷市民会館開催

することになりました。

地方公務員で公務災害の認定を受ける

ことができた件数は全国的にも少なく、

労働者の救済が遅れた分野になっていま

す。 白治体労働者の長時間 ・過密労働の

実態を明らかにしながら、倉田さんの公

務災害認定を実現 し、遺族の救済をすす

めるとともに再び過労死が起こらない職

場をつ くるための活動が求められていま

す。

3 0

積極的なご参加をお願いいたします

「倉田康弘さんの公務災害認定を求める会」
日  時 :5月 29日 (十 )

場  所 :メ J谷 市 民 会 館

鱗
３

嗣
・

Uさ ん (38歳 口女性)
水泳指導中◆ムチ打ち症を発症

平成11年3月 、小学生の水泳指導中に

やんちゃな男児にダイビングの直撃をう

けて体調を崩 して しまいました。

日赤病院で仕事中の事故 とい う診断を

してくれたので平成11年4月 から7月 ま

で休業補償 と療養費の給付 を受 けま し

た。 ところが医師が 「3ヶ 月たつてムチ

打ちが治 らないのはおか しい」 「体鼻 に

よるものだか ら薬を飲めば治る」 と言い

出したため監督署は直ちに私病に切 り替

えて給付を打ち切 つて しまいま した。U

さんは 「薬を飲めば治る」 とい う言葉を

信 じて医師が処方 したステロイ ドが入つ

た栗を服用 した結果、体がちぎれるよう

な痛みに襲われて三度救急車をつかつた

そ うです。

その後、早く治 りたい一ットで、医師や

監督署の勧めを受け入れ私費治療に切 り

替えました。病名は胸隔出口症候群 とい

います。港区の協立病院で手術をうけま

した。

望を託 して臨んだ手術であったけれ

ど、術後も体中に走る痛みが取れず、加

えて明らかに記憶力の減退も自覚するよ

うになってきました。

そんな折に父親が倒れて看病にあたる

という大変な役 目を担 うことになりまし

た。監督署から休業補償不認定 (平成12

年 5月 から13年10月分)の ハガキが届い

たのはこの時期でした。父親の看病 と全

身の痛みに疲れ果て、かつ物忘れがひど

くなったことが重なり審査請求 (60日)
- 8 -



の期 日を 2～ 3日 過 ごして しまいまし

た。この時点で体の痛みを我慢 して健康
センターを訪ねてこられました。

実は監督署は、Uさ んに文書を示すな

どして丁寧な説明をしませんでした。だ

めもとでもよいからと、彼女は審査官に

事情をつたえて受理をお願いしたいとい

う気持ちになりました。Uさ んが親 しく
している友人や職場の方たちの協力を得

て嘆願文書を書いてもらいこれを提出し

ましたが、結果は徒労に終わつてしまい

ました。 し か し初めて自分の問題を周 り

の人たちに訴えたことは得がたい経験に

なったようです。
Uさ んを、時には絶望するほどの状態

に落とし込んだのは、監督署の意を汲ん

だ医師の判断だといわざるを得ません。
Uさ んは、弁護士の指導を受け、新たに

平成13年10月以降の休業補償支給申し立

てを行いました。

インターネットや同病者などから意欲

的に集めた情報から、自分の傷害は脳脊

髄液漏出による症状ではないかと考える

ようになりました。岡山県に専門医がい

ることを知って早速診察を受けました。

医師は低髄液圧症候群 (慢性脳脊髄液

漏出症候群)と い う聞き慣れない病名を

教えてくれました。 この病気について医

師の説明は、「月酋脊髄を船に例 えると脳

神経脊髄神経は船からのロープであり、

体の各部は港に例えることができる。引

き潮になれば月合は下が リロープはピンと

引つ張 られる。視神経が引つ張られれば

眼痛、頚部の神経が引つ張 られれば軽痛、

そのほか耳鳴 りなどの症状が出る。心身

症 もこれによることがある。 (髄液の漏

出によって)す べての脳神経、脊髄神経

が障害を受けることになるJと い うもの

で した。

Uさ んは 「ブラッ ドパ ッチ」といって、

髄液の漏出を防止する苦 しい手当てを二

度受けました。医師は 100パ ーセン ト

の回復は保証 していませんが、確かな効

果を彼女は感 じていて期待をかけていま

す。Uさ んは苦 しいときにも笑顔を絶や

さない敬虔なクリスチャンです。彼女の

健康状態回復を待つて労災認定の運動に

に協力 したいと思つています。

内野さんの労奨認定を求め

豊田労働基準監督署に、ご主人の過労

死を労災認定申請 した内野博子さん。20

03年12月、豊田労基署は理不尽にも 「業

務外認定」の決定をしました。これをき

っかけに、去る4月 11日(日)午後 1時、

豊田文化センターで、「支援する会」が

結成 されました。結成総会では、中京大

学教授猿田先生、水野弁護士、日巻弁護

士、愛労連議長見崎さん、愛労連西三河

ブロック協議会長桜井さん、豊田革新懇

八ヶ代さん、NPO法 人愛知健康センタ
ー代表近森 さんを代表委員に選出しまし

た。参加者は、60名 近くに上 りました。

『支援する会J結 成総会を開催
2002年2月 9日 、 ト ヨタの工場で作業

中にご主人を亡くされ、通夜や葬儀の席

でも友人 ・親族から 「過労死」 とい う言

葉を聞いていた奥さんは、生前、長時間

過密な残業をしていたこと、それに対 し

会社の姿勢があまりにも冷たいと思 うこ

と、労災と認められなければご主人に申

し訳ないとい う一念から、労災申請に至

りました。

豊 田労基署に労災認定申請 を してか

ら、「業務外認定」の通知があるまで、

5回 労基署交渉を実施 しました。
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前半は、死亡原因の真相を解明するこ

と。時間外労働時間を、出勤 ・帰宅時間

を手がか りにしたご主人の行動記録資料
の作成。職場の上司 ・同僚、会社の人事

担当者、組合への間き取 り、そ して会社

との話 し合いの中から残業時間を算出す

るといつたことを中心に行いました。

後半は、死亡原因についての事実、時

間外労働時間が認定基準を上回るといつ

た点を主張 し、この死亡災害は、認定基

準に照 らし合わせると、充分認定基準を

満た していると申し入れ、「業務上認定」

を強 く求めました。

しか し、会社は、最終提出資料で、「会

社が残業 と認めたもの以外の時間外労働

は、問題がある」 とい う内容の書類を、

内野さんと豊田労基署に送付 してきまし

た。

時間外労働時間については、内野さんの

考えで、会社 と一緒に時間外労働時間を

算出した方がいいと提案 し、最終的に算

出 した時間外労働時間 114時 間につい

ては、会社人事も 「妥当な線だ」 と認め

たもので した。 ところが、会社は掌を返

すように、算出した時間外労働時間に異

議を申し立てる暴挙に出ました。約束を

裏切る行為には怒 りが収ま りませんでし

た。

最後の豊田労基署交渉を終えてから四

ヶ月が経過 し 「業務外認定」の通知がき

ました。あれだけ膨大な資料を作成 ・提

出し、特に時間外労働時間、また死亡原

因についても認定基準の対象疾病になっ

ているので、「過労死認定基準」をク リ

アできたと考えていました。そ して良い

結果 を期待 していた訳ですが、「業務外

認定」の通知は、残念 とい うより悔しさ

と怒 りでいっぱいで した。
「業務外認定」後、弁護士、健康セン

ターは、早速、弁護団を結成 し裁判で決

着をつけようと内野さんを励ましてくれ

ました。

その後、弁護士事務所で対策を協議 し、

県労働基準局に対 し、「審査請求」を行
いました。

私たち支援する会事務局は、内野 さん

の労災認定を強 く求め、今後は署名 ・支

援する会への入会活動に全力を挙げて闘
つていきたいと考えています。皆様のご

支援をお願いいたします。

(支援する会事務局 山 下 仁 )

内野さん        と

講演する水野弁護士

経過報告をする山下さん訴えをする内野さん



働 く も の の 健 康 2 0 0 4年 4月 1 0日 ( 6 )第 283号

大
阪
高
裁

（大
出
晃
之
裁
判

長
）
は
平
成
十
六
年

一
月
二
〇

日
、

地
公
災
基
金
大
阪
支
部
が

公
務
外
決
定
を
し
て
い
た
堺
市

新
金
岡
小
学
校
の
鈴
木
均
教
諭

の
過
労
死
事
案
に
つ
い
て
原
処

分
の
公
務
外
認
定
処
分
を
取
り

消
す
旨
の
判
決
を
行
い
ま
し
た
。

鈴
木
教
諭
は
平
成
二
年
十
月

八
日
、

勤
務
先
の
小
学
校
か
ら

帰
宅
す
る
途
中
、

コ
ン
ビ
ニ
店

で
倒
れ
、

救
急
草
で
搬
送
さ
れ

ま
し
た
が
四
日
後
の
十
二
日
に

死
亡

（死
亡
時
三
七
才
）
し
た

も
の
で
す
。

①
ｌ
０
１
０

本
件
は
、

平
成
三
年
十
二
月

に
鈴
木
教
諭
の
妻
が
、

公
務
災

害
請
求
を
行
い
ま
し
た
が
、

五

年
後
の
平
成
八
年

一
月
に
公
務

外
処
分
を
受
け
た
た
め
、

さ
ら

に
支
部
審
査
会
に
審
査
請
求
し
、

審
査
請
求
も
棄
却
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、

平
成
十
年
七
月
に

再
審
査
請
求
を
し
ま
し
た
が
、

平
成
十

一
年
三
月
に
棄
却
の
裁

決
を
受
け
た
た
め
、

平
成
十

一

年
二
月
に
大
阪
地
裁
に
提
訴
し

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、

大
阪
地
裁
は
平
成

十
三
年
に
原
告
の
訴
え
を
実
却

し
た
た
め
に
、

大
阪
高
裁
に
上

告
し
て
い
た
も
の
で
す
。

そ
し

て
大
阪
高
裁
は

一
審
判
決
を
と

り
消
す
逆
転
の
画
期
的
な
判
決

を
下
し
ま
し
た
。

そ
の
後
地
公

災
基
金
大
阪
支
部
も
最
高
裁
に

上
告
せ
ず
、

判
決
は
確
定
し
ま

し
た
。

鈴
木
教
諭
が
亡
く
な
っ

て
か
ら
、

十
四
年
後
に
よ
う
や

く
公
務
災
害
と
し
て
救
済
さ
れ

た
の
で
し
た
。

就
学
援
助
家
庭
の
児
童
数
が
、

百
分
の
二
五
を
超
え
て
い
ま
し

た
。

鈴
木
教
諭
が
担
任
し
て
い

た
五
年
二
組
は
、

要
配
慮
児
童

が
三
九
名
中
、

一
一七
名
存
在
し
、

そ
の
う
ち
特
に
虐
待
や
不
登
校
、

遅
刻
、

問
題
行
動
の
多
い
指
導

困
難
な
児
童
が
在
籍
し
て
い
ま

し
た
。

し
た
が
っ
て
授
業
後
の
残
業

時
間
が
多
い
ば
か
り
で
な
く
、

帰
宅
後
も
自
宅
で
持
ち
帰
り
仕

曜
日
に
心
原
性
脳
塞
栓
症

（心

臓
疾
患
が
原
因
で
発
生
し
た
血

栓
が
、

動
脈
を
流
れ
て
脳
に
入

っ
て
起
こ
す
脳
梗
塞
）
を
発
症

し
て
死
亡
し
た
の
で
し
た
。

Ｏ
Ｔ
ＡＯ
上
○

こ
れ
に
対
し
て
地
公
災
基
金

大
阪
支
部
は
①
鈴
木
教
諭
は
高

学
年
の
担
任
に
習
熟
し
て
い
た

②
要
配
慮
児
童
も

一
般
的
な
程

度
で
、

学
校
運
営
上
通
常
起
こ

り
う
る
も
の
、

③
体
育
主
任

・

不
支
給
処
分
に
対
し
、

大
阪
高

裁
は
①
ク
ラ
ス
担
当
は
き
わ
め

て
精
神
的
負
担
の
大
き
い
公
務

だ

っ
た
。

②
体
育
会

・
連
合
運

動
会
の
責
任
者
と
し
て
、

相
当

な
精
神
的

・
肉
体
的
負
担
を
伴

う
も
の
で
あ
っ
た
。

③
・超
過
労

働
時
間
か
ら
み
て
も
過
重
で
あ

っ
た
。

④
給
食
時
間
や
休
み
時

間
は
、

そ
れ
自
体
が
教
育
の

一

環
で
あ
り
、

労
働
時
間
か
ら
除

く
こ
と
は
で
き
な
い
、

⑤
自
宅

の
持
ち
帰
り
時
間
は
学
校
内
の

仕
事
と
比
較
し
て
負
担
に
有
意

な
差
が
あ
る
も
の
で
は
な
い
、

と
し
て
、

「本
件
疾
病
の
原
因

は
疾
病
前
の
過
重
な
公
務
に
あ

る
と
考
え
る
ほ
か
な
い
」
と
判

決
し
た
の
で
し
た
。

ま
た
本
件
に
つ
い
て
は
、

脳

血
栓
か
脳
梗
塞
か
も
問
題
に
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、

判
決
で
は

「訴
訟
上
の
立
証
は

一
点
の
疑

義
も
計
さ
れ
な
い
自
然
科
学
的

証
明
で
な
い
か
ら
、

描
象
的
な

可
能
性
を
指
摘
し
、

こ
れ
に
沿

う
医
学
文
献
を
出
し
た
と
し
て

も
何
ら
有
効
な
反
証
と
な
ら
な

い
」
と
被
控
訴
人
の
主
張
を
き

び
し
く
し
り
ぞ
け
ま
し
た
。

一 事例 紹 介 ―

大 阪 高 裁 _

堺
市
の
教
員
の
過
労
死
を
過
重
な
公
務
と
認
め
る

大
阪
高
裁
で
公
災
基
金
の
処
分
を
と
り
消
す
判
決

給
食
時
間

・
休
憩
時
間
も
教
育
の
一
環
と
認
め
る

○
上
①
ｌ
ｏ

鈴
木
教
諭
は
昭
和
五
十

一
年

四
月
に
堺
市
教
員
に
採
用
さ
れ

十
四
年
に
わ
た
っ
て
小
学
校
教

諭
を
勤
め
て
い
た
中
堅
で
行
動

力
旺
盛
な
教
員
で
し
た
。

そ
し
て
、

昭
和
五
九
年
以
降

学
校
の
体
育
主
任
を
務
め
る
と

と
も
に
、

昭
和
六

一
年
か
ら
は

保
健
主
事
を
兼
任
す
る
激
務
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

新
金
岡
小

学
校
は
、

生
活
保
護
家
庭
及
び

事
を
し
て
お
り
、

発
症
前

一
ヵ

月
の
時
間
外
労
働
は
百
時
間
を

超
え
て
い
ま
し
た
。

と
く
に
死

亡
前
の

一
週
間
は
、

体
育
会
の

準
備
の
責
任
者
と
し
て
設
営
や

練
習
の
指
導
を
し
、

体
育
会
の

翌
日
は
社
会
科
見
学
を
行
う
な

ど
異
常
な
勤
務
と
な
っ
て
い
て

心
身
の
疲
労
の
蓄
積
が
限
界
を

は
る
か
に
超
え
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
日
曜
日
に
は
気
分
が
す

ぐ
れ
な
い
と
訴
え
、

翌
日
の
月

保
健
主
事
の
任
務
は
十
分
に
習

熟
し
て
い
た
。

④
休
憩
時
間
も

休
ま
ず
に
働
い
て
い
た
こ
と
は

あ
り
得
な
い
。

⑤
発
症

一
ヵ
月

の
体
育
会
の
準
備
な
ど
も
過
重

な
も
の
で
な
か
っ
た
。

⑥
発
症

二
ヵ
月
前
は
夏
休
み
が
あ
っ
た
。

②
糖
尿
病
に
罹
患
し
て
い
た

。

タ
バ
コ
を

一
日
二
〇
本
程
度
吸

っ
て
い
た
、

な
ど
Ｌ
し
て
公
務

外
と
し
て
い
た
の
で
し
た
。

こ
う
し
た
基
金
大
阪
支
部
の

(この記事は、「東京社医研ニュース」より転載いたしました。)
-  1 1  -
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棄向

第 1日 目 (5月 2

● 記 念講演 1

● 記 念講演 2

● 講 座 (前半)

昇 2日 目 (5月 23日 ) 9:00～ 12:00

0 講 座 (後半)   講 座に分かれ、討論で深めます。
● 全 体会       二 日間のまとめや訴えを行います。

2日 )13:00～ 17:30

「働 く女性の健康問題 と権利 (仮題)」

講師 :村 口 喜 代 (産婦人科医師)
「働 くもののメンタルヘルス」

講師 !精神科医師 (折衝中)

第 1日 目は、助言者から1時 間程度の問題提起を受けます。

講座の名称 講座の内容

第 1講 座 安全衛生基礎講座 職坊における安全活動の入門講座です。

第 2講 座 安全衛生実践講座
職場や産別の安全・衛生委員会活動や長時間
・過密労働の規制の経験を学びます。

第 3講 座 働 くもののメンタルヘルス

職場に広がる心の病の基礎知識、気づき、

対応、職場復帰など専門医師を囲んで深め

ます。

第4講 座 労働関連疾患の認定 ・裁判闘争

過労死や過労 自殺、頚肩腕、腰痛、VDT、

職業ガンな ど労働 関連疾患の労災認定や裁

判聞争について学びます。

第 5講 座 地域の健康 と地方 ・地域センタ
ーの活動

地域における健康の実態を学び、地方 ・地

域センターの活動を交流します。

第 6講 座 女性の健康問題 と権利
女性のかかえる健康問題 と男女で支える権

利行使を学びます。

0と ころ ・・・

●参加 ・宿泊費

●主催団体 ・・

宮城県松島 「ホテル壮観」
・・。一泊二食=18,000円、 日帰 り=5,000円

・申込はいずれも

働 くもののいのちと健康を守る全国センター

TEL 0 3-5 84 2-5 6 0 1

FAX 0 3-5 84 2-5 6 0 2

- 12 -
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第 1日 目 (5月 28日 )13:00～ 17:30

● 記 念講演      「 すべての働くもののいのちと健康を守るために」
講師 !福地 保 馬 (全国センター理事長)

0 課 題講演      「 働 くもののメンタルヘルス (心の健康)」

講師 :渡辺 克 己 (心療内科医師)
0 地 元文化行事    「 金子みすずの歌コンサー ト」

一人間みんなちがってみんないい一  も り い さむ
● 夕 食交流会     *各 地方から地酒と地元おつまみもちより交流会

第 2日 目 (5月 29日 ) 9:00～ 12:30

● 講 義 ・報告と討論 ・交流

● 全 体会       二 日間のまとめや訴えを行います。

0と ころ ・・・山口県萩市萩国際観光海上ホテル 「楽天地」

●参加 ・宿泊費 ・・・一泊二食=18,000円、 日帰 り=5,000円

●主催団体 ・・・働くもののいのちと健康を守る全国センター

TEL 0 3 -5 8 4 2-5 6 0 1  FAX 0 3-5 8 4 2-5 6 0 2

●地元連絡 先 ・・ ・働 くもののいの ち と健 康 を守 る山 ロセ ンター

TEL 0 8 3 9-7 3-6 4 3 5  FAX 0 8 3 9-7 4-4 0 7 0

1 3  -

講座の名称 講座の内容

第 1講 座 職場の労働安全衛生活動Q&A 職場における労働安全活動の講座です。

第 2講 座 学校現場の労働安全衛生活動 教職員の健康 と労1311安全衛生委員会活

動の経験を学びます。

第 3講 座 働 く女性の健康を男女 と【)に守る

健康権の確立

1 3 1 1く女性の健康問題 と男女共健康で働

ける職場づくりを学びます。

第 4講 座 過労死 ・過労自殺の労(公)災認定

補償 と課題

過労死や過労白殺の労災認定補償や裁

判闘争について学びます。

第 5講 座 労働関連疾病 (腰痛 ・頸肩腕障害
・じん肺など)の 労災認定補償 と

予防

けいわん、腰痛、VD T、 職業ガンな

ど労働関連疾患の労災認定補償や裁判

闘争について学びますn

第 6講 座 働 くものの健康を地域で守る一市

町村合併 と地域保険、中小零細企

業労働者、中小業者、農漁民の健

康を守る      ｀

市町村合併がすすむ なか地域で4a tくも

ののいのち と健康 を守 る課題 と方向を

学びます。



5月 1日 (土) メーデー 10:00″白河公園

3日 (月) 憲法会議講演 13:00 公会堂 (鶴舞公園)

6日 (木) 住軽金 9争 議事務局会議 18130 全 港湾

7日 (金) 教職員部会 18130 労働会館本館

10日 (月) 第17回事務局会議 10:00 事務所

11日 (火) 金丸事務局会議 18:30 事務所

1 2日(水) 春の健康学校A講 座 18:30 労働会館本館

13日(本) 泰中地労委 9:30 地 労委

14日 (金) 過労死判例研究会

住軽最高裁判所等要請行動 (東京)

18100 水 野弁護士事務所

1 5日(土) 金丸支援する会総会 18:30 労働会館本館

19日 (水) 春の健康学校 B講 座 18t30 労働会館本館

22(土 )～

23(日 )

東 日 本 セ ミ ナ ー 22日 13100-23日 12:00

宮城県松島 「ホテル壮観」

24日 (月) 第18回事務局会議 10!00 事 務所

26日 (水)

28(金 )～

29(土 )

春の健康学校 C講 座

内 日 本 セ ミ ナ ー

18i30 労 働会館本館

28日 13:30-29日 12i30

萩市|ヨ際観光海上ホテル 「楽天地J

29日 (土) 倉田さんを支援する会結成総会 13:30 刈谷市民会館

6月 2日 (水) 春の健康学校 D講 座 18:30 労働会館本館

' 7日
(月)

1 9日 (■)

第19回事務局会議

過労死 ・過労自殺 110番

10:00 事務所

10～15時 過 労死弁護団

<メ」批フ|ド卿 の拙 券昔>

愛知健康センターの電子メール

ア ドレスが変更になりました。

お手元のメールア ドレスの変更を

お願いいたします。

十日 : zah03421@nifty ne jp

↓

新:inoken―aichi@roren.net
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